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論 L 文 内 容 のノ 要 ′旨

環境の時 ･空間的変動はときに生物の生活史特性を進化させる要因となるO たとえば,変動環境下に率いて単一の表現型

では変化する複数の環境タイプに,対応出来ないとき,その生物がある程度変動する環境を予測可能であれば環境に応じて

･適応的な表現型を表す戦略は有利となる｡

エゾサンショウウオは幼生時に休に対し頭部が非常に大きな個体 (以下,頭広型とする)が出現することが知られている｡

もし,本種の生息地の環境条件が変化しやすく,頭広型あるいは通常型のどちらか一方の表現型だけでは高い適応度を得る

ことが出来ないならば,このような環境に対して可塑性を示す表現型が進化することが予想される0 本研究では幼生の頭帽

変異が個体の適応度に及ぼす利益とコストについて明らかにし,本種の頭部形態における可塑性の適応的意義にづいて検討

した｡

＼本種の幼生は高密度条件下において他個体からの視覚や化学的な刺激により頭部を拡大す･る (第2章)o個体密度の上昇

は餌不足を招き,共食い頻度の上昇,成長率の減少,さらに変態の遅延をもたらす｡本種の幼生は干上がりの危険のある水

たまりにも生息するため,変態の遅延はときに致命的となる｡ このような条件下において頭広型への変化は共食いを介して

急成長および早く変態するこ′とで有利な戦術となる (第3章)｡また,頭広型は共食いをするばかりでなく,自分が共食い

されにくく＼なることでも有利となる (第4章)｡-実際,野外の高密度個体群においては幼生のほとんどが餌源として共食い

をおこなっていると推定されるL(第5章)o

Lかし,頭広型幼生は常に有利ではないO変態後の亜成体の頭幅はその個体が幼生であったときよりも小さく,ま.キ幼生

期に見られた頚幅め変異は変態時には消失する (第3章)｡つまり頭広型は変態時に形態をより変化していることになる｡

予測不可能な干上がりを実験的に再現したところ,頭広型は通常型に比べて,突然の干上がりに対応して急速に変態する能

力が劣っている (欝4章)oまた,頭広型は天敵のヤゴにより捕食されることも明らかになった｡これは通常型の個体に比

べて,層広型幼生が共食い以外に陸生の落下昆虫を多く捕卑し (第5章),水面近くを浮いて里ることが多いため捕食者の

発見率を高めるためと考えられるQ 頭広型は共食いが頻繁に起こる姦件で有利であるが,予測不可能な池の干上がりや捕食

者に対して不利となる. 本種の生息地にお示て個体密度,池の持続時間,捕食者の存在は変勤しやすい環境要因であり,こ

甲変動性か頭広型,通常型といった環境に対する表現型あ可塑性を適応的なものとしていると考えられる｡

論 文 審 査 十の 結 果′の 要 旨

エゾサンショウウオは幼生時に体に対し頭部が非常に大きな個体 (以下,頭広型とする)が出現ずること′が知られている｡

申請者は,本種の生息地.の環琴条件が変化しやすいことに注目し,このような環境に対して可塑性を示す表現型が準化する

こと に及ぼす利益とコストについて明らかにし,本種の頭部形態にお

ける可塑性の適応的意義について検討するという興味深い研究を展開した｡
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まず,頭拡大の至近要因として,本種の幼生が高密度条件下において他個体から,の視覚や牝学的な刺激により頭部を拡大

す考ことを精密な美顔計画のもとに証明したOつぎに,共食い型が有利になる条件として,共食いすることによって,急成

長し,その結果,早く変態できるサイズに達することを明らかにした｡そして,安定同位体分析を野外のサンショウウオと

餌に対して行うことによって,野外の高密度個体群においてはサンシヨウウオの幼生のほとんどが餌源として共食いをおこJ

なっているという驚くべき結果を導いた｡.さらに,頭広型は通常型に比べて,突然の干上がりに対応して急速に変態する能

力が劣っていること,敦広型は天敵のヤゴにより捕食されるという不利な点も明らかをこしたO

このように,様々な研究方法を総合的に用いることによって現象の把撞を行っていく申東署の幅広い能力が高く評価され

たOまた,問題の設定,実験計画,統計的分析とこめ論文により示された申請者の技術的研究能力もかなり高いものである

と認められた｡ /

申請者は,本種の生息地において個体密度,池の持続時間,捕食者の存在は変勤しやすい環境要因であり,この変動性が

頭広型,通常型といった環境に対する表現型の可塑性を適応的なものとしていると考え,サンシヨウウオのみの現象ではな

く,可塑性進化の∵般理論に議論を高めた｡

本研究は,学問上大きな意義をもつ同時に,申請者の学術研究に村する熱意と能力の高さを証明している｡ よって,本論

文は博士 (理学)の学位論文に値するものと認められた｡なお,平成13年1月15日に,添付論文に報告されている研究業績

を中心に,関連分野に関する試問を行った結果,適切な解答が得られたので,合格と認定した｡
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